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琉球語喜界島諸方言は集落差が比較的大きく、アクセントについても名詞（及び動詞の活用形の一部）のデータに

よる集落差の記述及び分析が重要なテーマとなってきた。本研究は喜界島諸方言のうち上嘉鉄集落で話される方言

について、述語（動詞・形容詞）の様々な活用等の新たなデータを提示し、これを含む一方言内の体系的記述を行う。 

上嘉鉄方言は二型アクセント体系を持つ。先行研究（松森 1991・白田ほか 2011・窪園 2011・上野 2011）で名詞のア

クセントパターンの記述はほぼ一貫しており、以下のようになる。α型は文節（＝音韻語）末に HLHが、β型は名詞の次

末拍に上がり目がくるように HLHが現れる型と一般化できる。 

表 1 名詞の接続のアクセント（白田ほか 2011, 131一部改） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

動詞も二型であり、α 型は名詞同様音韻語末に上がり目が現れる型として一般化できる。β 型について先行研究（上

野・西岡 1994 など）では上がり目の位置を活用形の語末から数えて指定する方法が取られてきた。しかし、より長い活

用形の調査の結果、動詞語幹の直後の接辞初頭拍に上がり目が現れると一般化した方が適切であることが分かった。 

表 2 β型動詞の接続のアクセント 

 

 

 

 

 

 

 

上野・西岡（1995）では、喜界島諸方言全般に動詞継続相の活用形のアクセントの例外性が指摘されている。上野

（2011）はその歴史的説明として二つの語の融合によってこの活用が生じたことを挙げている。継続相の活用の調査の

結果、語幹+4拍以上では共時的にも 2音韻語（語幹+2拍接辞+α型語）と同じ音調配列として現れることが分かった。 

表 3 動詞継続相のアクセント 
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 名詞拍数 1 2 3 4 

α 
名詞単独 H LH HLH HHLH 

名詞+1拍助詞 L-H HL-H HHL-H HHHL-H 

β 
名詞単独 該当語彙なし HH LHH HLHH 

名詞+1拍助詞 — HH-H LHH-H HLHH-H 

 動詞語幹拍数 1 2 3 

β 

動詞語幹+2拍接辞 L-HH HL-HH HHL-HH 

動詞語幹+3拍接辞 L-HHH HL-HHH HHL-HHH 

動詞語幹+4拍接辞 L-HHHH HL-HHHH HHL-HHHH 

 動詞語幹拍数 1 2 3 

α 
動詞語幹+4拍接辞 H-LHLH HH-LHLH HHH-LHLH 

動詞語幹+5拍接辞 H-LHHLH HH-LHHLH HHH-LHHLH 

β 
動詞語幹+4拍接辞 L-HHLH HL-HHLH HHL-HHLH 

動詞語幹+5拍接辞 L-HHHLH HL-HHHLH HHL-HHHLH 


